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l．緒言

若者らは先に、上田・川本の座標変換法（Rotaもion）による

簡略化されたファジィコントローラの設計法川と北森の上P

制御系の設計法（望）を用いてファジィトP制御系を設計し、こ

れに目標入力の未来情報を利用したファジィ予見動作を付

加するファジィⅠヤ予見コントロ…ラの設計法を提案した（3）（ニ

多くのファジィ制御規則があれば、その相互作梢によっ

てかなりの非線形性を示すことになり、それがファジ．・パ削

御の特徴となっている。しかし、座標変換法により、もと

もと49偶の制御規則を7個に簡略化しているため、比較

的弱い非線形性を示すにとどまっていた。そのためファジ

ィ制御の非線形性を生かしているとは言い難かった。

ファジィ制御では接件部メンバシップ関数の拒を変える

ことにより、コントローラに非線形性を持たせることが可

能となるuMFU（MemberぎhipFunctionofUnitbrm：Fig．2）
ではほぼ線形制御となってしまい、非線形性を強めるため

．＝は　MFZ（Membership Function of Zero Constraint日

払rm Fig．3）か望ましいが、単にMFZに変えたたけては

托こ答が悪くなってしまう。

そこで、MFZを用いM甘Uよりも応答が良くなるように
改善する方法を提案するとともに、数値シミュレーション

による検証結果を報告する。

望．制御系の構成

ぎ主計主　に奉制御系のプロッタ観を示す毎　上田i川本碍座
標変換法碍設計法に、北森の王♯P型モデルマッチンダ事故

の設計公式を導入することにより、座標回転角♂、前件部

スケ…リングファクタγ、後件部スケーリングファクタビ

をそれぞれ得ることができる（3）。さらに、予見制御部

（Preview）を付加し、ファジィ上P上組制御系を設計する。
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Fig．2，Fig．3にMFU，MFZのメンバシップ関数をそれぞ
れ示す。本研究では、綾仲卸にMFUでなく　M主唱を使用
することを目指しているが、M主唱に変えただけでは、立ち

上が暫時間・新曲パふ諺温ム巨産もぶ藩宅なる。

ニJLは、－’ig．ヰくゎ∴′′こノーコントトト▲－一拍）人山ノ＿用椚尿の

比梗粗からわかろ【コントロー・・－ラへの人力憤vか・－∵rハーr

の間ではMFZのゲインはM重訂Uのゲインよりも小さくな

っている。このため、このままではMFUよりもよい制御

性能は期待できない自

そこで、北森の‡－P制御系のパラメu一夕であり立ち上が

り時間に相当するαとゲインに相当する後件部スケ」・鵬リン

ダファクタCを調整することにより、MFUよりも応答をよ

くすることを考える。
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